
【ウォーターフロントミュージアム】 

  

高砂みなとまちづくり行動計画の取り組み概要 

 
 (1) 高砂ウォーターフロントミュージアムづくり                            

 基本方針の展開方向 施策メニュー 短・中・長 
取り組み 

実施内容 評価 
主体 取り組み内容 
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１ 市民の暮らしとな

ぎさの距離を縮める

アクセスの強化 

① な

南北交通軸の

整備促進 
短・中 
P10 №１ 

県 ・沖浜平津線（小松原工区）の整備を行う。 平成 29年 12月に全線整備が完了した。 A 

関係団体、市 
・NPOと地元住民により、宝殿荒井線において
街路樹桝に花苗の植栽を行いシンボル道路
化を図る。 

NPO法人花と緑のまちづくり高砂により年 2回（春季、秋季）実施している。 A 

２ 市民の憩いの場で

あるなぎさの再生 

① ②

既存施設を活

用した親水空

間の創出 

短・中 
P11 №４ 

県 
・サービス機能を付加したボートパークや係留 
施設を整備し、放置艇禁止区域を設定する。 

対策を検討中である。 B 

短 
P10 №２ 

協議会、市、県 ・「夕陽」をテーマとした写真展等を開催。 
平成 19年度から平成 28年度までの 10年間写真展を開催した。平成 29年度は 10年間の成果 

として写真展を開催し、本取組を終了した。 
A 

各主体 ・適宜イベントを開催する。 ホタルの放流、ふれあい花壇、高砂浜風駅伝大会等を実施している。※ A 

協議会、県、市 ・ホタル等水生生物が観察できる小川づくり ボランティアにより、ホタル幼虫の放流（4月）、観察会（5月）を開催している。※ A 

協議会、市、県 ・ふれあい花壇の充実を図る。 オーナーにより年 2回（春季、秋季）、花苗を植栽している。※  A 

短・中 
P10 №３ 

市、企業 
・山陽電鉄以南の公共交通機関のあり方につい 
て調査し、公共交通機関の確保に努める。 

令和３年３月に地域公共交通網再編計画を策定し、公共交通機関の確保に努めた。 A 

短・中 

P11 №５ 

関係団体、県、市 ・種子及び花苗の配布、緑化資材提供事業等 

緑化資材提供事業（県）、花のある道づくり事業（県）、記念樹の配付（市）、あらいはまかぜ 

公園のオーナー花壇への花苗等の提供（市）等について、高砂市施設利用振興財団を通じ、 

実施している。 

A 

市民 
・家や塀の周りに花を飾る「門前花いっぱい運 

動」を推進する。 
NPO法人花と緑のまちづくり高砂により、育苗した花苗を販売し、希望があれば植栽の講習 

会を実施している。 
A 

②  

高砂海浜公

園・向島公園

の再生 

短・中 

P11 №６ 

県、市 
・整備、改良が必要な公園施設について、市民
ニーズを踏まえて、必要な施設の整備、改良
を行う。 

県 平成 29年度 トイレ、休憩所改築 

平成 31年度 照明灯 7基、転落防止柵 250ｍ、東屋 1基設置、舗装（駐車場、園路） 

      令和 2年度～  カラー舗装（園路） 

B 

県、市 
・バリアフリー化が必要な施設について順次バ 
リアフリー化を進める。 

県 平成 30年度 手すり 84ｍ 

    令和 3年度～  案内看板設置予定 
B 

県、市、各種団体 
・アオサ等を取る清掃活動を行い、水質、底質 
等の保全を図る。【新規取組】 

播磨マリンクルーなどのボランティア団体、市環境保全課等により実施している。また、国 

土交通省、県、商工会議所、地元企業、市及び市民のボランティアがリフレッシュ瀬戸内を 

年 1回実施している。 

A 

関係団体、県、市 ・花火大会を実施する。 ナイトファンタジーイリュージョン実行委員会（観光ビューロー、市）により実施している。 A 

短・中 

P12 №７ 

関係団体、県、市 ・たかさご万灯祭を実施する。 
たかさご万灯祭実行委員会（県、市、商工会議所、観光交流ビューロー、市内企業、各種団 

体）により実施し、約 8万人が訪れる。※ 
A 

協議会、関係団体、

市 

・堀川周辺～海浜公園を利用したイベントを企 
画する 

高砂市向島公園エリア一体活用事業の指定管理者に共同事業体が選定され、令和 4年度以降、

同エリアの活性化に向けた様々なイベント等を自主事業として企画している。 
B 

短・中 

P12 №８ 

協議会 ・みなとまちづくりニュースを発行する。 みなとまちづくり瓦版を毎年発行し、現在第 14号まで発行している。 A 

協議会 
・高砂みなとまちづくり構想推進協議会のホー 
ムページの更新を図る。 みなとまちづくり瓦版発行時など必要に応じホームページを更新している。 A 

３ 周辺地域との連携

による一層の水際線

利用 

① 姫路市東部臨

海地域との連携

強化 

短・中 

P12 №９ 
市、県 

・姫路市東部臨海地域が連携する土地利用につ 
いて、姫路市との調整を進めるとともに、高 
須松村線の整備方法等について検討する。 

都市計画道路高須松村線は、臨海部に計画されている播磨臨海地域道路のアクセス道となる 

ことから、姫路市と広域的な整備について協議している。 
B 

  

短    ：短期(5年以内)に行う取組 

短・中  ：短期から中期(10年以内)に行う取組 

短・中・長：短期から長期(10年以降)に行う取組 

取組カルテのページと番号 

ゴシック体は「中心となる主体」 
明朝体は「連携する主体」 

A：完了・目的達成  B：継続中  C：実施せず 

※ 新型コロナウイルス感染拡大のため中止となったものも含む 

令和３年度 


